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 指定講演1．膵癌の長期生存例の背景因子






































     鈴木  茂（消化器病センター内視鏡科）
 現在使用されている内視鏡の精度は最小な識別能で
は小腸絨毛を判別する程度の能力を持っている．しか
し，単純な色調差の識別では人間の視覚にたよらざる
をえない面があり，赤色調の変化の判別よりも白色調
の色差の判別の方が困難である．そこで微小なものの
識別や観察の精度を向上させる手段として色素内視鏡
が応用される．色素内視鏡の研究は観察能向上のため
の補助的役割を越えて，消化管粘膜の機能を視覚化す
る検査法に発展した．現在の内視鏡はこのような微細
な形態診断に加えて，消化管病変の治療にその範囲を
拡大している．さらに他の画像診断法との併用も進ん
でいる．この領域は今後ますます発展することが予想
される．最近開発された電子内視鏡は優れた特性を持
ち，消化管粘膜とそこに発生する異常の画像解析を容
易にし，現在の内視鏡を大きく変貌させつつある．
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